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2．第 9回企画展
維新派という現象「ろじ式」





2.1 展 示 概 要
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3．10 回企画展
“漆”（JAPAN）の再発見
―日本の近代化学の芽生えー





3.1 展 示 概 要





― 29 ―

4

1 16 3 30 2 3,728
 

 
10  

( ) ( )  
( ) 100  

19 2 16 ( )  
( ) 75  

20 2 16 ( ) —  
( ) 71  

21 2 20 ( )  
( )  

84  
22 2 20 ( )  

( ) 100  





― 31 ―

 
  

 
 
 
 

 

 

1935

 



― 32 ―

 

15

 

 

 

 
 

100

  
 

2 3,728
15 3



― 33 ―

 

 
 



― 34 ―



4．平成 21 年活動報告
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期間 主な活動
平成 21年
4月 4日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 26「ホタルの光のひみつ」が行われた。（講師 : 総合学術博物

館　豊田二郎准教授）

4月 11日 平成 20年度のサイエンスカフェとしては最終回となるサイエンスカフェ＠待兼山№ 27「医
療の歴史＠文系」が行われた。（講師 : 総合学術博物館　廣川和花助教）

4月 27日～ 7月 11日 第 4回特別展　昭和 12年のモダン都市へ～観光映画「大大阪観光」の世界～を開催。新聞
やテレビ等で多く紹介されたこともあり、6,825 人にのぼる来館者にお越しいただき、好
評をいただいた。

5月 24日 畑田家住宅活用保存会主催、当館協賛でフォーラム「お茶と日本人の心」が開催された。（場
所：国の登録有形文化財　畑田家住宅　講師：武者小路千家家元　千　宗守）

6月 13日 大阪歴史博物館にてシンポジウム「昭和 12年のモダン都市へ－都市大阪の虚像と実像－」
が開催された。パネリストとして当館の橋爪節也教授が登壇した。（主催：大阪歴史博物館、
大阪大学総合学術博物館）

6月 28日 畑田家住宅活用保存会主催、当館協賛で音楽フォーラム「和の静寂で聴くオペラのアリア
とリストのラ・カンパネラ」が開催された。（場所：国の登録有形文化財　畑田家住宅　出演：
関西二期会ソプラノ　畑田弘美　ピアノ　吉山　輝）

7月 7日 世界天文年　全国同時七夕講演会が待兼山修学館 3階セミナー室にて行われた。この行事
は日本天文学会（主催）、天文教育普及研究会（共催）による企画で、大阪大学講演は大阪
大学宇宙地球科学専攻と総合学術博物館との共催で行われた。

7月 11日 平成 21年度のサイエンスカフェ＠待兼山“土曜の午後はミュージアム”が始まり、この日
は№ 28「味の話」が行われた。（担当教員：理学研究科　小倉明彦教授）

7月 22日 待兼山修学館前にて「日食を見よう！日食観測会 in 大阪大学」が大阪大学天文同好会と大
阪大学 21世紀懐徳堂の主催で行われた。当日はあいにくの天気であったが、時々太陽が雲
間から顔を出すのを捉えて観測が行われた。（総合学術博物館協賛）

7月 25日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 29「ロボットと仲良くしよう」が開催された。（担当教員：
基礎工学研究科　新井健生教授）

8月 1日 大阪大学理学部化学科、日本学術振興会主催で大阪大学理学部化学科一日体験入学「分子の
世界をのぞいてみよう」が理学部化学科にて行われた。（主催：大阪大学理学部化学科、日
本学術振興会　共催：大阪大学総合学術博物館、日本化学会）

8月 1日 千里ネイチャー・カレッジ“観て・触れて・考える”『自然・体験学習会』の一環としてお
もしろ科学実験が（財）千里ライフサイエンス振興財団主催、豊中市教育委員会共催で行
われた。当館も協力し、館長の江口も一部の授業の講師を担当した。場所は大学教育実践
センター講義棟にて行われた。

8月 8日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 30「宇宙から極微の世界まで（Ⅱ）－自然界に於ける保存則－」
が行われた。（講師：理学研究科　藤田佳孝准教授）

8月 12日～ 10月 12日 水都大阪 2009　開催記念展示会「大大阪の時代と電気」が大阪市立科学館主催、当館共催
で行われた。

8月 22日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 31「歴史学研究のフロンティア」が行われた。（講師：総合
学術博物館　廣川和花助教）

8月 24日 当館ととよなかサイエンスネット実行委員会主催で小学校 5、6年生対象の「夏の小学生科
学体験教室」が行われた。1日目は「カラフルなマイクロカプセルをつくろう！」というタ
イトルで授業を行った。（講師：理学研究科　松本幸三助教）

4.1  平成 21 年度の主な活動
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8 月 24日 千里ネイチャー・カレッジ“観て・触れて・考える”『自然・体験学習会』の一環として「生
き物の不思議発見」が（財）千里ライフサイエンス振興財団主催、豊中市教育委員会共催
で行われた。当館も協力という形で参画した。場所は理学研究科D棟にて行われた。

8月 25日 「夏の小学生科学体験教室」2日目は「冷やせ！－195℃の不思議な世界」というタイトル
で授業を行った。（講師：理学研究科　宮久保圭祐助教）

8月 26日 「夏の小学生科学体験教室」3日目は「手作り分光器で光を分けてみよう。」と題して行われ
た。（講師：総合学術博物館　上田貴洋准教授）

8月 27日 「夏の小学生科学体験教室」最終日には「豊中の村々の歴史をしらべてみよう」が行われた。
（講師：総合学術博物館　廣川和花助教）

8月 29日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 32「熱と温度の話」が行われた。（講師：総合学術博物館　
上田貴洋准教授）

9月 5日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 33「炭素をもっと知ってみよう」が豊中市教育委員会共催で
行われた。（講師：理学研究科　蔵田浩之講師）

9月 19日 サイエンスカフェ＠待兼山№34「植物の見分け方の話」が豊中市教育委員会共催で行われた。
（講師：薬学研究科　道下雄大技術補佐員）

9月 19日 大阪市立科学館・嘉数学芸員プロデュース　プラネタリウム・スペシャルナイト「大大阪
から、宇宙への旅」が大阪市立科学館主催、当館共催で行われた。（会場：大阪市立科学館
　プラネタリウムホール）

10月 1日～ 12月 12日 第 9回企画展　維新派という現象「ろじ式」を開催。大阪を拠点に活動する現代日本を代
表する劇団維新派の歴史とその芸術を紹介。

10月 3日 大阪大学総合学術博物館湯川記念室主催で第 25回湯川記念講演会「失われた反物質をめ
ぐって」（講演者：神奈川大学工学部三田一郎教授）と「断層掘削研究から地震の本質に迫る」
（講演者：大阪大学理学研究科　廣野哲朗准教授）が大阪大学中之島センターにて行われた。

10月 10日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 35「ゴムはどうして伸びるの？－ものの性質のなぜ？なに？
－」が豊中市教育委員会共催で行われた。（講師：理学研究科　佐藤尚弘教授）

10月 17日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 36「身の周りのもののデザイン」が行われた。（講師：大学
教育実践センター　中村征樹准教授）

10月 24日 千里ネイチャー・カレッジ“観て・触れて・考える”『自然・体験学習会』の一環として小学校 5、
6年生対象の昆虫・植物を五感で観る野外観察会が（財）千里ライフサイエンス振興財団主催、
豊中市教育委員会共催で待兼山修学館裏山にて行われた。当館も協力という形で参画した。

10月 24日～ 11月 28日
の毎週土曜日

大阪大学総合学術博物館湯川記念室主催の高校生を対象とした行事「6週間でダヴィンチに
なろう！最先端の物理を高校生に」が豊中キャンパスにて 6回に分けて行われた。

10月 31日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 37「かえるの子はかえる－遺伝子の正体、DNAとは－」が豊
中市教育委員会共催で行われた。（講師：基礎工学研究科　岩井成憲教授、山元淳平助教）

11月 15日 畑田家住宅活用保存会主催、当館協賛で畑田家住宅（登録有形文化財）の一般公開とフォー
ラム「奈良の風物詩」が行われた。

12月 19日 サイエンスカフェ＠待兼山№38「やってみよう！現代フランス文学の言葉遊び」が行われた。
（講師：文学研究科　深川聡子助教）

平成 22年
1月 9日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 39「太陽系外に生命は存在するか？」が豊中市教育委員会共

催で行われた。（講師：理学研究科　芝井広教授）
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1 月 16日～ 3月 30日 化学的解説を交えて漆器の美しさを探る第 10回企画展“漆”（JAPAN）の再発見－日本の
近代化学の芽生え－が開催された。

1月 16日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 40「シルクロードと日本」が行われた。（講師：文学研究科
　坂尻彰宏助教）

1月 23日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 41「馬形埴輪はなぜ復元できたのか？」が行われた。（講師：
文学研究科　寺前直人助教）

1月 30日 サイエンスカフェ＠待兼山№42「いろいろな電池」が豊中市教育委員会共催で行われた。（講
師：基礎工学研究科　川野聡恭教授）

2月 13日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 43「弁証法の魅力」が行われた。（講師：文学研究科　家高
洋助教）

3月 6日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 44「大学博物館を考える」が行われた。（講師：総合学術博
物館　横田洋研究支援推進員）

3月 13日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 45「ホタルの光のひみつ」が行われた。（講師：総合学術博
物館　豊田二郎准教授）

3月 20日 サイエンスカフェ＠待兼山№ 46「磁石と電波でからだをみる？」が行われた。（講師：総
合学術博物館　江口太郎館長）

3月 21日 畑田家住宅活用保存会主催、当館協賛で第 12回畑田塾が畑田家住宅において開催された。
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4.2  関連記事一覧

新聞　（博物館関連）

掲載日 掲載誌名 内容
平成 21年 4月 16日 産経新聞 浪花八百八橋　「大大阪」自慢の美観地区
5月 12日 大阪日日新聞 阪大学術博物館　映画「大大阪観光」テーマに企画展
5月 24日 毎日新聞 モダン都市大阪を再現
6月 7日 産経新聞 おおさかNetwork　

マンモス都市「大大阪」の世界　昭和 12年の映画もとに展覧会
6月 9日 朝日新聞 風来望　「大大阪観光」展を訪ねる
6月 16日 朝日新聞 科学  研究者と科学語るカフェ  ■サイエンスカフェ＠待兼山の開催日程
6月 24日 朝日新聞 A+1  ■子供と一緒に  昭和12年のモダン都市へ（催し開催のお知らせ）
7月 2日 讀賣新聞 文化欄　アート　明治政府の国家企画　京都・大阪　博覧会を機に再興
7月 23日 朝日小学生新聞 大学の博物館 大阪大学総合学術博物館 キャンパスから出土「待兼」ワニ
10月 25日 朝日新聞 阪大、高校生に物理学
10月 28日 朝日新聞 A+1　維新派という現象 ｢ろじ式 ｣（催し案内）
11月 12日 朝日新聞 企画展 ｢維新派という現象『ろじ式』｣
11 月 26日 神戸新聞 文化　独自の手法読み解く　劇団 ｢維新派 ｣展　大阪・豊中
12月 7日 四國新聞 美術的ダイナミズムを優先　劇団「維新派」めぐりシンポ
12月 8日 大阪日日新聞 関西美術探訪　阪大美学研究室

大阪大学総合学術博物館第 9回企画展
維新派という現象 ｢ろじ式 ｣

12 月 8日 京都新聞 美術的ダイナミズム優先　大阪大でシンポ劇団「維新派」主宰者語る
12月 9日 山陽新聞 劇団「維新派」舞台装置めぐり大阪でシンポ

美術的ダイナミズム優先
平成 22年 1月 18日 産経新聞 漆（JAPAN）の再発見　日本の近代化学の芽生え（案内）
1月 20日 朝日新聞 A+1　漆の再発見　日本の近代化学の芽生え（催し案内）
1月 28日 徳島新聞 大阪ナビ

『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）
1月 30日 中日新聞 週末情報パック　ギャラリー

『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）
2月 1日 大阪日日新聞 Oh! 得情報　展覧会

『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）
2月 2日 日本経済新聞 阪大博物館で「漆の再発見」展　手箱など 50点、製作過程にも光
2月 19日 THE JAPAN TIMES OPENING KANSAI   "Today's Knowledge of ‘japan’"
3 月 2日 読売新聞 夕刊文化

阪大で「漆の再発見」展　化学、芸術両面から魅力探る

新聞　（博物館教員関連）

掲載日 掲載誌名 内容
平成 21年 4月 16日 産経新聞 浪速　八百八橋　「大大阪」自慢の美観地区（橋爪節也教授）
5月 28日 産経新聞 浪速　八百八橋　おもちゃが伝える "大大阪 "（橋爪節也教授）
6月 18日 日本経済新聞 ブッククリップ　映画 ｢大大阪観光 ｣の世界（橋爪節也教授）
8月 4日 建設通信新聞 関西支社　暑中企画　4つの視点でまちづくり探る

「大大阪」（橋爪節也教授）
9月 13日 朝日新聞 週刊まちぶら  第 200 号特別編  激動の町  走る笑顔  道頓堀かいわい

大大阪パワー研究（橋爪節也教授）
9月 17日 読売新聞 70年前の大阪観光　もう一度映画に（橋爪節也教授）
平成 22年 1月 4日 建設通信新聞 関西支社　新春企画　本物を体験できる都市に　羽ばたく大阪づくり

－誇れるまちを市民とともに－（橋爪節也教授）
3月 23日 産経新聞 高度成長期の最先端「西長堀アパート」  壁画どこへ行く（橋爪節也教授）
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その他刊行物

刊号 内容
朝日 21関西スクエア会報
朝日新聞大阪本社

vol.113 2009.4 迷宮都市「大大阪」に触れよう　大阪大学で 27日から特別展

大阪春秋
株式会社　新風書房

vol.134
平成 21年春号

第 4回特別展「昭和 12年のモダン都市へ
～観光映画『大大阪観光』の世界～

ぶんぶんASA川西山下 エリア版
ぶんぶん編集室

2009 年 5月 3日 第 214 号 大阪大学総合学術博物館　第 4回特別展
～昭和 12年のモダン都市へ　観光映画「大大阪観光」の世界～（案内）

これがウチの十八番やねん !
いしばし商店街

2009 年 5月 18日～ 20日 特別展　昭和 12年のモダン都市へ（開催のお知らせ）

シティライフ
株式会社　シティライフNEW

2009 年 6月
vol.76

昭和 12年のモダン都市へ　- 観光映画「大大阪観光」の世界 -

KINIAS ニューズレター
近畿産業考古学会

2009. 6. 1　第 43号 《近畿の産業遺産》⑫　近畿の情報処理技術遺産

ザ ･淀川
有限会社コミュニティ企画

2009 年 6月
第 338号

観光映画「大大阪観光」の世界　大阪大学総合学術博物館　
第 4回特別展　昭和 12年のモダン都市へ

examiner
株式会社　イグザミナ

2009 年 7月号
通巻 262号

大阪大学総合学術博物館　第 4回特別展　
昭和 12年のモダン都市へ　観光映画 ｢大大阪観光 ｣の世界

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2009 年 6月 18日～ 20日 特別展　昭和 12年のモダン都市へ～観光映画 ｢大大阪観光 ｣の世界～
（開催のお知らせ）

情報処理　5
社団法人　情報処理学会

VOL. 50　NO. 5
通巻 531 号　別刷

～報告～
情報処理技術遺産および分散コンピュータ博物館認定式

KANSAI1 週間
株式会社 サンケイリビング新聞社

2009 年 7月 7日
第11巻第14号（通巻268号）

CATCH　THEマジネタ !!
昭和 12年のモダン都市へ～観光映画 ｢大大阪観光 ｣の世界～

大阪春秋
株式会社　新風書房

平成 21年　
夏号通巻No.135

春秋便り　
シンポジウム ｢昭和 12年のモダン都市へ - 都市大阪の虚像と実像 -｣

広報とよなか
豊中市

2009 年 8月号
通巻 712号

夏の小学生科学体験教室

季刊　上方芸能
上方芸能

2009-9
173

芸能ジャーナル
幻影の“大大阪”再見　- 映画 ｢大大阪観光 ｣の展覧会を開催して -

Zigzag time じぐざぐたいむ 4・5・6年生
株式会社　Z会

2009 年 9月 サイエンスカフェ＠待兼山（案内）

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2009 年 9月 17日～ 19日 企画展　維新派という現象 ｢ろじ式 ｣（案内）

ともも
有限会社　ともも

2009 年 10月
No.99

第 9回企画展　『維新派という現象 ｢ろじ式 ｣』（案内）

東研情報
東京教育研究所

－ ぐるっと｢かんさい・しこく ｣発！EduNews④ 子どもたちへの科学教育
～教育委員会と関係機関のネットワークづくりによる支援の取り組み～
（共催サイエンスカフェについて）

文部科学時報
文部科学省

2009 年 9月
NO.1604

未来技術遺産　ARCHIVES　6
大阪大学真空管式計算機

大阪春秋　
株式会社　新風書房

平成 21年　
秋号通巻No.136

書評　大阪大学総合学術博物館叢書　4
映画 ｢大大阪観光 ｣の世界 - 昭和 12年のモダン都市 - を読む

大人組Kansai 
株式会社 プラネットジアース

2009 年 11月
11月号　vol.57

『維新派という現象 ｢ろじ式 ｣』（案内）

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2009 年 10月 16日～ 18日 企画展　維新派という現象 ｢ろじ式 ｣（案内）

C・work　E&E
大阪市交通局

2009.10.15
vol.71

大阪大学総合学術博物館第 9回企画展
｢維新派という現象『ろじ式』｣

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2009 年 11月 17日～ 19日 企画展　維新派という現象 ｢ろじ式 ｣（案内）

シティライフ北摂WEST版
株式会社　シティライフNEW

2010 年 1月 1日
vol.83

化学がアートに !?
“漆”（JAPAN）の再発見－日本の近代化学の芽生え－

ともも
有限会社　ともも

2010 年 1月
No.102

第 10回企画展『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

Hello!Doctor（ハロードクター）
アミューズ発行

2010.1.15
№ 41

『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2010 年 1月 17日～ 19日 『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2010 年 2月 18日～ 20日 『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

大阪人
財団法人 大阪市都市工学情報センター

2010 年 3月号
vol.64

Town 街の情報
『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

ナショナル ジオグラフィック日本版
株式会社 日経ナショナル ジオグラフィック

2010 年 3月号
第 16巻第 3号

イベント　
『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）

辞書びきえほん　もののはじまり
ひかりのくに株式会社

2010 年 3月発行 ｢け ｣･･･ 顕微鏡　●日本初の電子顕微鏡

これがウチの十八番やねん！
いしばし商店街

2010 年 3月 18日～ 20日 『漆（JAPAN）の再発見 - 日本の近代化学の芽生え -』（案内）
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その他の刊行物（博物館教員関連）

刊号 内容
美術フォーラム 21
醍醐書房

2009　VOL.19 特集 17　工芸史研究の現在　近代工芸
都市の"記憶"の幻影-街に漂う"工芸"的なもののイメージ-（橋爪節也教授）

大阪春秋　
株式会社　新風書房

平成 21年　
夏号　通巻No.135

特集●水の都おおさかⅡ
"水都"の美の発見者、織田一磨-石版画集《大阪風景》より-（橋爪節也教授）

KEIHAN NEWS K PRESS
京阪電気鉄道株式会社

9月号　vol.126 特集  夢の島へナビゲート  水都を体感　中之島を楽しもう！（橋爪節也教授）

大阪春秋　
株式会社　新風書房

平成 21年　
秋号通巻No.136

映画「大大阪観光」再考
－モダン都市はいかに撮影されたか－（橋爪節也教授）

化学と工業
社団法人　日本化学会

Vol63-3 March 2010 お知らせ　平成 21年度化学会　推戴・表彰　　化学教育賞　
広範な世代への科学的思考の伝達手法と啓発の実践　（江口太郎館長）　

インターネット記事

Osaka Cityweb
大阪地下鉄沿線タウン情報

「昭和 12年のモダン都市へ」( 案内 )

えるこみ
サンケイリビング新聞社

エリア情報アラカルト　大阪大学総合学術博物館　　
●特別展「昭和 12年のモダン都市へ」

神戸新聞WEBNEWS
株式会社　神戸新聞社

文化　独自の手法読み解く　劇団「維新派」展　大阪・豊中

ラジオ

番組名 日時 内容
ノムラでノムラだ♪
毎日放送ラジオ

平成 21年 7月 1日 「ノムラの 2重丸」　
「昭和 12年・戦前のモダン都市・大阪」（橋爪節也教授）
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カ
フェ
番号

予定日 コーディネー
ター 所　属 タイトル 対　象 要　旨

28 2009
7/11

小倉 明彦 理学
研究科

味の話 小学生～一般
（親子連れ歓迎）

同じコーヒーを飲んで、私の感じている味と、あな
たの感じている味は同じでしょうか？そもそも食物
の味って何でしょうか？味を舌だけで味わっている
と思ったら大間違い。簡単な実験をしながら、考え
てみましょう。

29 7/25 新井 健生 基礎工学
研究科

ロボットと仲良くしよう 中学生以上が
望ましい

6本足の昆虫型ロボットや人型ロボットの動作の実
演を行います。触ったり、操縦したりして、ロボッ
トの仕組みや働きを理解します。そして、このよう
なロボットたちが世の中でどのように役に立つかを
一緒に考えてみたいと思います。

30 8/8 藤田 佳孝 理学
研究科

宇宙から極微の世界まで（II）
－自然界に於ける保存則ー

高校生以上 宇宙から極微の世界まで・・・現実に目の前に広が
る自然からはじめ、人類が認識しているより大きな
世界：星、銀河、宇宙、またより小さな世界：分子、
原子、原子核、クオークと、我々は自然界に対する
認識を広めつつあります。しかし見た目の多様さと
は異なり、自然界は驚くほど単純で基本的な要素の
組み合わせで出来ているようです。たとえば、おお
もとの力（相互作用）は、重力、電気磁気の力、弱
い相互作用、強い相互作用の四つしかありません。
また大宇宙から原子核、クオークの極微の世界まで、
エネルギー、運動量、角運動量、電荷などの「物理量」
が保存されているようです。そのような力や保存則
について、しばし思いを馳せてみましょう。

31 8/22 廣川 和花 総合学術
博物館

歴史学研究のフロンティア 中学生以上 大学の歴史学専攻では、環境史や科学技術史など、
高校までには習わない分野の研究が進められていま
す。「疾病史」もそうした文理融合的な新しい研究
分野の一つです。病気や医学は自然と人間の相互作
用の歴史であり、現在の医療をとりまく環境はその
重層のうえに成り立っています。新型インフルエン
ザなど、現代の病気や医療をとらえるリテラシーを
身につけることがこのカフェの目標です。

32 8/29 上田 貴洋 総合学術
博物館

熱と温度の話 小 学 5、6 年 生
以上

我々が、熱く感じたり、冷たく感じたりするのは、
温度が変わるからです。これは、物質のもつ熱エネ
ルギーと密接に関係しています。では、温度が変わ
るって、どういうことでしょう。我々の身の回りの
現象を例にとって、温度と熱の関係について考えて
見たいと思います。

33 9/5 蔵田 浩之 理学
研究科

炭素をもっと知ってみよう 中学生以上 炭素は、私たちにとって最も身近であると共に、最
も重要な元素といっていいでしょう。鉛筆の芯が炭
素ならば、ダイヤモンドも炭素。また、私たちの身
体は炭素なしでは成り立ちません。本カフェでは池
田炭から機能性有機化合物、そしてカーボンナノ
チューブに至るまで、炭素にまつわる様々な話を紹
介し、この多彩（多才）な元素に対する認識を新た
にしてもらえれば、と思っています。

34 9/19 道下 雄大 薬学
研究科

植物の見分け方の話 高校生以上 植物を見分けるためには、様々なコツがあり、書物
では得られない知識・経験を積み重ねる必要があり
ます。名前を知りたい植物（カフェを汚さないもの）
があれば各自持参し、五感を使いながらコツを身に
つけましょう。そもそも、植物を見分けるとはどう
いうことなのでしょうか？

35 10/10 佐藤 尚弘 理学
研究科

ゴムはどうして伸びるの？
―ものの性質のなぜ？なに？―

制限なし ゴムはどうして伸びるの？紙おむつはどうして水を
そんなに吸収するの？ボールはどうして弾むの？電
気を通すものってどんなもの？ろうそくはどうして
燃えるの？スケートはなぜ滑るの？日ごろ何の気な
しに使っている身近なものの様々な性質を見直 し
てみましょう。

36 10/17 中村 征樹 大学教育
実践センター

身の周りのもののデザイン 中学生以上 世の中を見渡すと、私たちの身の回りは人工物にあ
ふれています。それらの人工物は、一見、哲学や思
想とは無縁なように見えます。しかし、そのような
人工物にこそ、思想や哲学、政治、社会関係が、具
体的な「かたち」をもって埋め込まれているという
考え方が、近年、注目されるようになってきました。
当日は、参加者のみなさんと、身の周りのもののデ
ザインをとおして、技術と社会の関係について考え
てみたいと思います。

37 10/31 岩井 成憲
山元 淳平

基礎工学
研究科

かえるの子はかえる
－遺伝子の正体、DNAとは－

高校生以上 『鳶が鷹を産む』というのはたとえの一つであり、
言葉どおりのことは起こりえません。あくまで『か
えるの子はかえる』、『子は親に似る』です。遺伝子
やDNAって何？その構造や機能について、化学的
見地からお話ししたいと思います。
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カ
フェ
番号

予定日 コーディネー
ター 所　属 タイトル 対　象 要　旨

38 12/19 深川 聡子 文学
研究科

やってみよう！ 現代フラ
ンス文学の言葉遊び

制限なし・親子
連れ歓迎（国語
辞典の冊子体が
必要）

しり取り、逆さ言葉、数え歌、俳句…日常使ってい
る言葉に、何らかのルール＝制約をあてはめること
で遊びが生まれることを、私たちは経験的に知って
います。1960 年フランスで発足した「ウリポ（潜
在的文学工房）」の作家たちは、ルールに則った文
学創造をきわめて意識的におこなってきました。彼
らのさまざまな創作の技法を紹介し、彼らにならっ
て実際にことばで遊んでみたいと思います。

39 1/9 芝井 広 理学
研究科

太陽系外に生命は存在する
か？

高校生以上 太陽系外の惑星がすでに 300 個以上、発見されて
いる。これらの惑星のほとんどは、太陽系の惑星と
似ても似つかぬものであり、生命活動が存在するこ
とを示唆する証拠はない。はたして生命が存在する
星は地球以外にあるのだろうか。

40 1/16 坂尻 彰宏 文学
研究科

シルクロードと日本 中学生以上 ユーラシア大陸の各地を縦横に結びつけていた「シ
ルクロード」は、日本にも大きな影響を与えていま
した。シルクロードの交通・交易が盛んに行なわれ、
遣唐使などを通じて日本と大陸との交流もみられた
中国の唐時代を中心に、日本とシルクロードとのか
かわりについて、最新の研究成果も交えてお話しし
ます。

41 1/23 寺前 直人 文学
研究科

馬形埴輪はなぜ復元できた
のか？

高校生以上 博物館などで見かける考古資料のなかでも、土器や
埴輪には、欠損部分を石膏などで補填した復元品を
みかけることがあります。
これは考古学者の思いつき？それとも想像でしょう
か？今回は出土品の復元方法やその根拠について、
総合学術博物館に展示している待兼山５号墳出土の
馬形埴輪を題材に紹介していきます。

42 1/30 川野 聡恭 基礎工学
研究科

いろいろな電池 制限なし 地球に優しいエネルギーに関連して注目されている
リチウムイオン二次電池、太陽電池および燃料電池
などの動作原理を簡単に説明します。また、果物電
池を用いたデモンストレーションも予定しています。

43 2/13 家高 洋 文学
研究科

弁証法の魅力 高校生以上 古代ギリシア以来、弁証法は西洋哲学の基本的な考
え方の一つです。ヘーゲルまでの弁証法の歴史をた
どりつつ、みなさんといっしょに弁証法的に考える
ことを通じて、その魅力を味わってみましょう。

44 3/6 横田 洋 総合学術
博物館

大学博物館を考える 制限なし 近年、大学付属の博物館が増えていますが、そもそ
も大学博物館の役割とは何でしょうか？一般の公
立・私立の博物館と何が異なるのでしょうか？学生
にとって、研究者にとって、そして一般の来館者に
とって、「大学の」博物館はどのようにあるべきで
しょうか？大学博物館について語り合いましょう。

45 3/13 豊田 二郎 総合学術
博物館

ホタルの光のひみつ 制限なし ホタルを素手でとったことがありますか？熱かった
でしょうか？いまでは、アニメ映画「火垂るの墓」で
しかホタルを知らない人も多いかもしれません。ホ
タルが光るしくみとまったく同じことを試験管の中
で行い、電灯とは違う光（化学発光）の性質と酵素
反応について、参加者全員に体験していただきます。

46 3/20 江口 太郎 総合学術
博物館

磁石と電波でからだをみ
る？

中学生以上 電波といえば、テレビ、ラジオ、携帯電話などが頭
に浮かびます。磁石といえば、メモ用紙を冷蔵庫な
どにとめるマグネット、ピップエレキバンなどで
しょうか。その二つを組み合わせて、どのようにし
て人体を観るのか。最近病院で導入されているMRI
について、考えてみたいと思います。
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Tool from traditional 
medicines is useful for 
health-medication: Bezoar 
Bovis and taurine.

Takahashi K. 
Azuma Y, 

Kobayashi S, 
Azuma J, 

Takahashi K, 
Schaffer SW, 

Hattori M, Namba 
T.

Adv Exp 
Med Biol,

643: 95-103 2009
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Beneficial effect of taurine 

treatment against 
doxorubicin-induced 

cardiotoxicity in mice.

Ito T, Muraoka S, 
Takahashi K, 

Fujio Y, Schaffer 
SW, Azuma J.

Adv Exp 
Med Biol, 

643: 65-74 2009

Experimental adjustment on 
drug interactions through 

intestinal CYP3A activity in 
rat: Impacts of kampo 

medicines repeat 
administered. 

Kinoshita N, 
Yamaguchi Y, Hou 
XL, Takahashi K, 

Takahashi Ko 

Evid. Based. 
Complement. 

Alternat. 
Med. 

eCAM, 
doi:10.1093/
ecam/nep159 

2009 

Curdione plays an 
important role in the 

inhibitory effect of Curcuma 
aromatica on CYP3A4 in 

Caco-2 Cells. 

Hou XL, 
Nakamura E, 

Nakase T, 
TanakaK, 

Takahashi K, 
Komatsu K, 

Takahashi Ko, 

Evid. Based. 
Complement. 

Alternat. 
Med.

eCAM ;  
doi: 10.1093/ 
ecam/nep229

2010

Basics of Evidence-based 
Herbal Medicine (ed.Satoh H) 

An approach towards 
avoidance of pharmacokinetic 

interaction by Kampo 
formulations 

Takahashi K, 
Takahashi Ko

Research 
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№ 月日 曜日 団体名 人数 説明教員等

1 平成 21年 4月 2日 木 旧制浪速高等学校第 20回同窓会 15

2 4 月 13日 月 第 5時限の授業（高杉先生） 126

3 4 月 17日 金 平成 21年度「博物館体験コース」授業 32 江口

4 4月 23日 木 鳥取県米子市立弓ヶ浜中学校 10 上田

5 4月 25日 土 理学部オプション授業（中嶋先生） 15

6 4 月 27日 月 授業「地球科学」（竹村先生） 80

7 4 月 27日 月 博物館授業（橋爪先生） 45

8 5 月 7日 木 博物館授業（橋爪先生） 9

9 5月 15日 金 機関紙『道修町』取材及び見学 7 江口

10 5月 16日 土 阪大物理（昭和 39年入学）同期会 20

11 5 月 20日 水 タイ・タマサート大学職員育成プログラム 46 江口 /上田

12 6月 6日 土 桜井谷公民分館 47 高橋

13 6月 6日 土 映画「大大阪観光」レクチャー近代大阪美術研究会 橋爪

14 6月 22日 月 宝塚市光明町老人クラブ（担当者　竹内浩） 10

15 6 月 23日 火 相愛大学人文学部日本文化学科 ･3ゼミ 28 廣川

16 6月 27日 土 大阪大学医療短期大学部 5期生 15

17 7 月 4日 土 刀根山地域こども教室 15 江口

18 7月 8日 水 社団法人近畿化学協会　化学教育研究会 20 江口

19 7月 11日 土 映画「大大阪観光」鑑賞レクチャー大正イマジュリィ
学会第 17回研究会 橋爪

20 7月 23日 木 学校法人広島城北高等学校 27

21 7 月 23日 木 京都府立福知山高等学校文理科学科 1年生 43 豊田

22 7月 25日 土 医療・身体 ･環境研究会 10 廣川

23 7月 29日 水 福井県立大野高等学校 50 横田

24 8月 5日 水 外院の里こども会 25 江口

25 8月 6日 木 茨木市立西陵中学校科学部 13

26 8 月 8日 土 五月山児童文化センター 8 横田

27 8月 8日 土 兵庫県立相生高等学校育友会 46 上田

28 9月 4日 金 関西地区国立大学工学部長懇談会 17 江口

29 9月 15日 火 経営協議会委員の見学 20 江口

30 9月 15日 火 大阪府立高津高校PTA 74

31 9 月 28日 月 マレーシア教育省教員養成局長一行 5 江口

32 10 月 1日 木 鳥取県立八頭高等学校 2年 5組 45

33 10 月 8日 木 阪大理五三会（大阪大学理学部新制回化学科クラス会） 22 江口

34 10 月 9日 金 大阪府立住吉高等学校 100 廣川

35 10 月 9日 金 大阪府立天王寺高等学校 50 上田

36 10 月 13日 火 兵庫県阪神シニアカレッジ健康福祉学科 2、3年生 76 高橋

37 10 月 15日 木 三十機会（昭和 30年機械工学科卒業生同窓会） 20

38 10 月 16日 金 KIK 研究会 30 橋爪

4.7 団体見学等一覧
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№ 月日 曜日 団体名 人数 説明教員等

39 10 月 16日 金 JICA 研修団
（アフリカ諸国　政府関係技術者　建設関係） 14 橋爪

40 10 月 21日 水 兵庫県阪神シニアカレッジ健康福祉学科 1、4年生 74 高橋

41 10 月 21日 水 豊能町立西公民館講座 32 廣川

42 10 月 26日 月 岡山県立岡山一宮高等学校 45 江口

43 10 月 27日 火 兵庫県立宝塚東高等学校 1年生 25 廣川

44 10 月 31日 土 大阪薫英女学院高等学校　普通科 1年 97 江口 /廣川

45 10 月 31日 土 みなさく子供教室 22 江口

46 11 月 14日 土 日本動物学会近畿支部会 20 常木

47 11 月 17日 火 大池小学校PTA 25

48 11 月 18日 水 吹田市立小学校教育研究会理科部会 20 豊田

49 11 月 18日 水 文部科学省研修生 3 江口

50 11 月 25日 水 報徳学園高等学校 59

51 11 月 25日 水 海外来校客案内（薬学部） 3

52 11 月 27日 金 兵庫県立宝塚北高等学校 42

53 12 月 5日 土 コタニ化学工業株式会社 9

54 平成 22年 1月 30日 土 JST サイエンスパートナープロジェクトSPPプラン B 40 江口

55 3 月 5日 金 文部科学省高等教育局国立大学法人支援課
文部科学省大臣官房会計課総括予算班 4 江口

56 3月 10日 水 大阪青凌中学 ･高等学校 40

57 3 月 12日 金 ミュージアム探険隊 15 江口

58 3月 18日 木 HRC会 20 廣川

59 3 月 24日 水 池田市役所　市民生活部　観光・ふれあい課 4 江口

60 3月 31日 水 仙台市議会議員 ｢改革・ネット自民 ｣会派行政視察 5 江口

計 1839 人
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№ 月日 曜日 行事又は集会名 人数
1 平成 21年 4月 4日 土 サイエンスカフェ No.26 19
2 4 月 7日 火 サイエンスカフェ No.27 打合せ 13
3 4 月 8日 水 共通教育の授業 9
4 4月 8日 水 薬学研究科「薬用資源学」大学院講義 15
5 4 月 9日 木 生命理学コース基礎演習 27
6 4 月 10日 金 初任者研修（10/16）の為の機器動作確認等 5
7 4月 11日 土 待兼山史友会総会 30
8 4 月 11日 土 サイエンスカフェ　No.27 9
9 4 月 16日 木 初任者研修 40

10 4 月 17日 金 平成 21年度「博物館体験コース」授業 32
11 4 月 18日 土 Handai-Asahi 中之島塾の講座（福井先生） 25

12 5 月 2日 土 第 11回　ミュージアムレクチャー
（第 4回特別展関連イベント） 70

13 5 月 9日 土 第 12回　ミュージアムレクチャー
（第 4回特別展関連イベント）　 60

14 5 月 16日 土 第 13回　ミュージアムレクチャー
（第 4回特別展関連イベント）　 27

15 5 月 30日 土 第 14回　ミュージアムレクチャー
（第 4回特別展関連イベント） 76

16 6 月 6日 土 第 15回　ミュージアムレクチャー
（第 4回特別展関連イベント）　 98

17 6 月 16日 火 維新派との打合せ
（第 9回企画展関連） 10

18 6 月 26日 金 基礎セミナー「博物館体験コース」授業 30
19 7 月 7日 火 全国同時七夕講演会 30

20 7 月 8日 水 近畿化学協会化学技術アドバイザー会
【4F自然教室】 20

21 7 月 11日 土 サイエンスカフェ　No.28 20
22 7 月 22日 水 日食観測会　in　大阪大学 56
23 7 月 25日 土 サイエンスカフェ　No.29 29
24 8 月 8日 土 サイエンスカフェ　No.30 29
25 8 月 22日 土 サイエンスカフェ　No.31 16
26 8 月 24日 月 夏の小学生科学体験教室 27
27 8 月 25日 火 夏の小学生科学体験教室 27
28 8 月 26日 水 夏の小学生科学体験教室 26
29 8 月 27日 木 夏の小学生科学体験教室 11
30 8 月 29日 土 サイエンスカフェ　No.32 27
31 9 月 4日 金 関西地区国立大学工学部長懇談会 17
32 9 月 5日 土 サイエンスカフェ　No.33 25
33 9 月 19日 土 サイエンスカフェ　No.34 26
34 10 月 8日 木 団体見学説明対応（阪大理五三会） 22
35 10 月 10日 土 サイエンスカフェ　No.35 24
36 10 月 16日 金 KIK 研究会 30
37 10 月 17日 土 サイエンスカフェ　No.36 10
38 10 月 31日 土 団体見学（大阪薫英女学院）説明対応 97

4.8 待兼山修学館 3階セミナー室使用状況一覧
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№ 月日 曜日 行事又は集会名 人数
39 10 月 31日 土 サイエンスカフェ　No.37 22

40 11 月 2日 月 第 16回　ミュージアムレクチャー
（第 9回企画展関連イベント） 54

41 11 月 3日 火 第 17回　ミュージアムレクチャー
（第 9回企画展関連イベント） 58

42 11 月 7日 土 第 18回　ミュージアムレクチャー
（第 9回企画展関連イベント） 80

43 11 月 14日 土 放送大学面接授業（大学博物館と教育・研究） 40
44 11 月 21日 土 放送大学面接授業（大学博物館と教育・研究） 40

45 11 月 28日 土 シンポジウム「維新派とその時代」
（第 9回企画展関連イベント） 80

46 12 月 5日 土 研究会 ｢絵画と文学に表象される、時間と空間の脳によ
る認識 ｣ 45

47 12 月 12日 土 スピノザ協会　定例研究会 20
48 12 月 19日 土 サイエンスカフェ　No.38 17
49 平成 22年 1月 9日 土 サイエンスカフェ　No.39 26
50 1 月 16日 土 サイエンスカフェ　No.40 21
51 1 月 23日 土 サイエンスカフェ　No.41 8

52 1 月 30日 土
科学技術振興機構支援サイエンスパートナープロジェク
ト講座型学習活動（SPPプラン B）における大阪大学総
合学術博物館見学会

40

53 1 月 30日 土 サイエンスカフェ　No.42 31

54 2 月 3日 水 スペシャル対談
（第 10回企画展関連イベント）　 100

55 2 月 6日 土 第 19回　ミュージアムレクチャー
（第 10回企画展関連イベント）　 75

56 2 月 6日 土 第 20回　ミュージアムレクチャー
（第 10回企画展関連イベント）　 71

57 2 月 13日 土 サイエンスカフェ　No.43 24

58 2 月 20日 土 第 21回　ミュージアムレクチャー
（第 10回企画展関連イベント）　 84

59 2 月 20日 土 第 22回　ミュージアムレクチャー
（第 10回企画展関連イベント）　 100

60 2 月 27日 土 汎神論論のスピノザ　 30
61 3 月 6日 土 サイエンスカフェ　No.44 7
62 3 月 12日 金 ミュージアム探険隊 15
63 3 月 13日 土 サイエンスカフェ　No.45 24
64 3 月 20日 土 サイエンスカフェ　No.46 30
65 3 月 26日 金 蛋白質研究所、高校生向けセミナー（第 1日目） 30
66 3 月 27日 土 蛋白質研究所、高校生向けセミナー（第 2日目） 30
67 3 月 31日 水 仙台市議会議員 ｢改革・ネット自民 ｣会派行政視察 5

計 2371 人





5．館内配置図
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№ 寄贈者 書　名

1 和泉市久保惣記念美術館 浮世絵版画秀鑑

2 和泉市久保惣記念美術館 久保恒彦父子コレクション第二期浮世絵版画江戸絵編

3 和泉市久保惣記念美術館 久保恒彦父子コレクション第二期浮世絵版画上方絵編

4 大阪城天守閣 テーマ展　いくさ場の光景

5 大阪城天守閣 徳川時代大坂城関係史料集第 12 号大坂城代記録 (四 )

6 大阪城天守閣 豊臣期大坂図屏風

7 大阪歴史博物館 特別展大阪府・大阪市指定文化財展－大阪の祈りさまざまな美の形－

8 大阪歴史博物館 聖地チベット　ポタラ宮と天空の至宝

9 大阪歴史博物館 天璋院篤姫

10 大阪歴史博物館 第 62 回式年遷宮記念　特別展　伊勢神宮と神々の美術

11 香川県立ミュージアム 静かなる情熱－藤川勇造とロダンの美

12 香川県立ミュージアム 備讃における工芸のあゆみ

13 香川県立ミュージアム 近くてなつかしい昭和展

14 鹿児島大学総合研究博物館 魚類標本の作製と管理マニュアル

15 鹿児島大学総合研究博物館 薩摩加世田　奥山古墳の研究

16 関西学院大学　博物館開設準備室 原野コレクションⅡ「EX LIBRIS( 蔵書票 )－夢二から現代作家まで－」

17 きしわだ自然資料館 折り紙で出会う　水のいきもの

18 九州国立博物館 九州国立博物館紀要　東風西声 4号

19 九州国立博物館 市民協同型 IPM 活動に関する研究会－発表の記録と資料

20 九州国立博物館 聖地チベット－ポタラ宮と天空の至宝

21 九州国立博物館 興福寺創建 1300 年記念国宝阿修羅展

22 九州国立博物館 古代九州の国宝

23 九州国立博物館 新収品‘05 －‘08 パンフレット

24 九州国立博物館 海のむこうのずっとむこう

25 九州国立博物館 月夜のおおさわぎ

26 九州国立博物館 もろこしのたからもの

27 九州国立博物館 京都　妙心寺－禅の至宝と九州・琉球

28 九州国立博物館 巨大掛軸をめぐる文化交流　祈りと暮らしのかたち

29 九州産業大学美術館 九州産業大学美術工芸卒業・修了秀作展 Vol.1

30 九州産業大学美術館 歴史にすわる　英国ウィンザーチェアの世界

31 京都府立丹後郷土資料館 世阿弥の時代～義満をめぐる芸能と丹後～

32 京都文化博物館 源氏物語千年紀展～恋、千年の時空をこえて～

33 京都文化博物館 読む、見る、遊ぶ　源氏物語の世界

34 国立民族学博物館 茶の湯のものづくりと世界のわざ　千家十職×みんぱく

35 国立民族学博物館 アジアとヨーロッパの肖像

36 国立民族学博物館 特別展「自然のこえ　命のかたち－カナダ先住民の生みだす美」

37 国立民族学博物館 特別展　「千家十職×みんぱく」を解剖する

38 大阪歴史博物館 特別展大阪の祭り－描かれた祭り・写された祭り－

39 大阪歴史博物館 江戸と明治の華－皇室侍医ベルツ博士の眼－

40 大阪歴史博物館 大河ドラマ特別展　風林火山　信玄・謙信、そして伝説の軍師

41 大阪歴史博物館 特別展　なにわ人物誌　生誕百年人間国宝刀工　月山貞一とその一門

42 堺市博物館 特別展「仁徳陵古墳築造－百舌鳥・古市の古墳群からさぐる－」

43 たばこと塩の博物館 やすらぎのオーストリア

44 たばこと塩の博物館 研究紀要第 8号　四大嗜好品にみる嗜みの文化史

45 長崎歴史文化博物館 阿蘭陀と NIPPON

46 中村貞夫 中村貞夫画集

47 鳴海邦匡 「篠山藩青山家文書」絵図目録：近世前期大坂周辺絵図

48 弘前大学 官立弘前高等学校資料目録

49 福井県立恐竜博物館 恐竜のくらした森　恐竜は花を見たか？

50 北海道大学総合博物館 北大分類学の系譜

51 北海道大学総合博物館 TOYOJI HIKITA Photo Exhibition

52 和歌山市立博物館 エコロジーの先駆者　南方熊楠の世界



編集後記
博物館設立より 8巻目となる『大阪大学総合学術博物館年報 2009』をお届けできる運

びとなりました。待兼山修学館展示場オープンから 3年目を迎え、特別展と二度の企画展
を実施して前年度を上回る来館者をお迎えすることができるなど、博物館展示において活
発だった一年を読み取っていただければ幸いに存じます。
私事になりますが、私自身は 2010 年の 4月から博物館に赴任いたしました。
2009 年度に館員でなかった身としては、その活動記録である年報の編集に携わること

に多少の不安を覚えますが、博物館外部の一般読者としての心持ちで、集まった原稿に目
を通しました。一方で第 10回企画展には理学研究科の教員として関与したので、そのと
きのことも思い浮かべますと、1年に 3回もの展覧会を実施できたのは、阪大内はもとよ
り学外の方も含めた非常に多くの方々の協力があってのことであろうと、深く思い至りま
した。これからも博物館が多くの皆様方のご支援がいただけるのにふさわしい、知的な交
流の場として魅力的なものになるように、新米館員として微力ながら貢献していきたいと
思います。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

（文責　宮久保　圭祐）
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